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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　風がある際に特有の風雑音信号（Ｂ）を発生するマイクロホン装置（Ｍ）と、スピーカ
装置（Ｈ）とを備えた補聴装置において、風雑音信号（Ｂ）の存在又は強さに応じてマイ
クロホン信号を分析する分析装置と、風雑音信号（Ｂ）に関係してスピーカ装置（Ｈ）に
供給する人工的雑音信号を発生する人工的雑音発生器（ＲＧ）とを備え、マイクロホン装
置より発生する風雑音信号（Ｂ）に人工的雑音信号（Ｎ）が加えられ、自然風雑音に近似
した出力がスピーカ装置に与えられるようにしたことを特徴とする補聴装置。
【請求項２】
　人工的雑音発生器（ＲＧ）がディジタル式音響発生器であることを特徴とする請求項１
記載の補聴装置。
【請求項３】
　人工的雑音発生器（ＲＧ）がマイクロホン又はA/D変換器を含むことを特徴とする請求
項１又は２記載の補聴装置。
【請求項４】
　マイクロホン装置の発生する特有の風雑音信号を減衰させる減衰装置を備え、人工的雑
音発生器（ＲＧ）が、減衰された風雑音信号（Ｂ）に関係して人工的雑音信号（Ｎ）を発
生することを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の補聴装置。
【請求項５】
　減衰装置がアダプティブフィルタを有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１
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つに記載の補聴装置。
【請求項６】
　マイクロホン装置（Ｍ）が複数のマイクロホンを有し、マイクロホンは風雑音信号（Ｂ
）に関係して指向性作動から全方向性作動に、又はその逆に切換可能であることを特徴と
する請求項１～５のいずれか１つに記載の補聴装置。
【請求項７】
　マイクロホン装置の発生する風雑音信号が存在する場合、減衰装置によって低周波用の
下側チャネルが自動的に低減可能であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに
記載の補聴装置。
【請求項８】
　補聴器として形成されていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載の補
聴装置。
【請求項９】
　マイクロホン装置よりマイクロホン信号を取り出し、予め規定された風雑音信号の存在
又は強さに応じてマイクロホン信号を分析し、マイクロホン装置の発生する風雑音信号の
強さに関係して人工的雑音信号（Ｎ）を発生させ、マイクロホン装置より発生する風雑音
信号に人工的雑音信号を加え、自然風雑音に近似した出力を発生させることを特徴とする
補聴装置の作動方法。
【請求項１０】
　風雑音信号が付加的に信号技術的に減衰されることを特徴とする請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　風雑音信号に関係して、指向性作動から全方向性作動に、又はその逆に切り換えられる
ことを特徴とする請求項９又は１０記載の方法。
【請求項１２】
　アーチファクトが信号技術的な風雑音低減によって部分的に、又は与えられた人工的雑
音信号によって完全に遮蔽されることを特徴とする請求項９又は１０記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、風がある際に特有の風雑音信号を発生するマイクロホン装置と、スピーカ装
置とを備えた補聴装置、特に補聴器に関する。さらに本発明は、補聴装置の作動方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　補聴器に使用された後続の信号処理のためのマイクロホンは、通例、最適の録音を保証
するためにむき出しの個所に置かれている。この配置によって、マイクロホンは風雑音に
対し抵抗力がなく、この風雑音は補聴器装用者により邪魔になる低周波のがたがた音に聞
かれ、この音響学的状況における情報伝達を著しく困難にする。
【０００３】
　この問題に対処するため、一方では風をマイクロホン振動板にぶつかる前に遮ることが
試みられた。その際耳掛け式補聴器の耳掛け用フックにいわゆる「ジェット」を使用する
ことが行われている。マイクロホン振動板上の空気が渦を巻くのを阻止するために、マイ
クロホンの入力部開口上に、例えばフォームプラスチックからなる格子またはフィルタ要
素を使用することは、耳掛け式および耳道挿入式の両補聴器に可能である。
【０００４】
　風によって生じた低周波のがたがた音を低下させる他の可能性は、風雑音が１つ又は複
数のマイクロホンによって拾われた後、この風雑音をディジタル式に抑制することにある
。そのためにマルチマイクロホン作動からオムニ作動への切換および下側チャネルにおけ
る補聴器増幅度の著しい低下が一般に用いられている。この調整ユニットにおいては通例
極めて短い時定数と大きな制御深度で処理されるので、明確なアーチファクトは正常聴覚
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者に対して聞き取り得ないばかりではない。むしろ音響品質および話の理解度が著しくそ
こなわれ、一方風雑音は通例低減されたレベルで聞き取り得るままにとどまる。
【０００５】
　風雑音を識別するために、補聴器または補聴器システムの少なくとも２つのマイクロホ
ンの出力信号の分析を含む方法が知られている（例えば特許文献１参照）。風雑音が存在
する場合、その低減のために補聴器または補聴器システムの信号処理ユニットおよび／ま
たはマイクロホンの信号路が相応に適合される。このことは、例えば指向性作動から全方
向作動への切換を介して、フィルタリング、調節時間の適合、マイクロホンの遮断、又は
音響入力部の縮小もしくは閉鎖を介して行うことができる。
【０００６】
　耳介の耳殻内に装着可能な耳鳴りマスカーおよび補聴器は知られている（例えば特許文
献２参照）。この耳鳴りマスカー又は補聴器においては、内部の耳雑音はさわさわ音発生
器の信号によって遮蔽される。
【特許文献１】独国特許第10045197号明細書
【特許文献２】独国特許第29916891 号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は補聴装置の特に風のあるときの補聴快適性を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によればこの課題は、風がある際に特有の風雑音信号を発生するマイクロホン装
置と、スピーカ装置とを備えた補聴装置において、風雑音信号の存在又は強さに応じてマ
イクロホン信号を分析する分析装置と、風雑音信号に関係してスピーカ装置に供給するさ
わさわ音信号を発生するさわさわ音発生器とを備え、マイクロホン装置より発生する風雑
音信号にさわさわ音信号が加えられ、自然風雑音に近似した出力がスピーカ装置に与えら
れるようにした補聴装置によって解決される。ここでさわさわ音信号とは、さわさわと吹
く柔らかい感じの風を人工的に生成した音信号であり、換言すれば人工的雑音信号という
ことができ、従って、さわさわ音発生器は人工的雑音発生器ということができる。
【０００９】
　さらに本発明に従えば、補聴装置、特に補聴器の作動方法は、マイクロホン装置よりマ
イクロホン信号を取り出し、予め規定された風雑音信号の存在又は強さに応じてマイクロ
ホン信号を分析し、マイクロホン装置より発生する風雑音信号の強さに関係してさわさわ
音信号すなわち人工的雑音信号を発生させ、マイクロホンより発生する風雑音信号にさわ
さわ音信号すなわち人工的雑音信号を加え、自然風雑音に近似した出力を発生させること
によって与えられる。
                                                                                
【００１０】
　風雑音は正常な聴覚者にとっても完全に聞き取ることができ、ただ柔らかいさわさわ音
の形で現われ、補聴器におけるように低周波のがたがた音として現われないので、本発明
の思想は、一方では補聴器装用者に自然の補聴印象を伝え、他方ではこの柔らかいさわさ
わ音信号の特徴を、発生するアーチファクトの遮蔽に利用するために、知られた風雑音を
人工的に補聴器装用者のために発生することにある。従って有利に、アーチファクトおよ
び信号技術的に惹き起こされた風雑音の残りを遮蔽するために、場合によっては既に予め
フィルタリングされた有効信号に対して人工的な信号が発生され、その精神音響学的知覚
が利用される。
【００１１】
　さわさわ音発生器がディジタル式音響発生器によって実現されると有利である。それに
よって、自然の風雑音に極めて近い任意のさわさわ音信号を発生させることができる。
【００１２】
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　さわさわ音発生器はしかしまた、既に補聴器内に存在するマイクロホン又は既に存在す
るA/D変換器によって形成することもできる。それによって、補聴器内に使用される構成
要素の数を下げることができる。
【００１３】
　本発明に従う補聴装置が特有の風雑音信号を減衰させる減衰装置を備えていることは特
に有利であり、その結果さわさわ音発生器が、減衰された風雑音信号に関係してさわさわ
音信号を発生する。それによって、風雑音は先ずできるかぎりデータ技術的に低減され、
次にさわさわ音で遮蔽され得る。
【００１４】
　この減衰装置は例えばアダプティブフィルタを有することができる。それによって、機
器固有の風雑音を、また補聴装置の利用者による個々の特有の装用により発生する風雑音
成分をも、できるかぎり的確に抑制することができる。
【００１５】
　マイクロホン装置は複数のマイクロホンを有することができ、これらのマイクロホンは
風雑音信号に関係して指向性作動から全方向性作動に、又はその逆に切り換えることがで
きる。このようにして風雑音源の入力側の数を減らすことができる。
【００１６】
　上述の減衰装置の特殊な構成においては、風雑音信号が存在する場合、低周波数用の下
側チャネルが自動的に減衰ないしは縮小され得る。それによって、風雑音の妨害はより僅
かとなり、残りの風雑音の遮蔽は低いレベルのさわさわ音によって達成され得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に本発明を、本発明に従う補聴器の原理接続図に基づいて詳細に説明する。
【００１８】
　以下に詳細に示される実施例は本発明の有利な実施形態を示す。
【００１９】
　図１に概略的に示された補聴器のマイクロホンＭは風にさらされ、その結果マイクロホ
ン振動板上での渦巻きがいわゆる「がたがた音」Ｒを生じる。このがたがた音Ｒの特徴は
低周波数範囲に高いレベル成分を有することである。
【００２０】
　マイクロホンＭの出力信号は処理ユニットＶＥに導かれ、この処理ユニットＶＥはがた
がた音Ｒ、即ち信号技術的に惹き起こされた風雑音を弱めることができる。このことは例
えば低周波数範囲における増幅度の低下によって達成される。さらに、処理ユニットＶＥ
はマイクロホンモードを例えば指向性作動から全方向性作動へ変更することができ、その
結果雑音成分は減少する。
【００２１】
　処理ユニットＶＥの出力端における信号技術的に弱められた風雑音は、補聴器のレシー
バＨでぶくぶく音Ｂとして分かる。図１から分るように、ぶくぶく音ＢのレベルＬはがた
がた音ＲのレベルＬの下にあり、その結果ぶくぶく音Ｂの妨害はがたがた音Ｒより僅かと
なる。それでもなお、ぶくぶく音Ｂから残余妨害が由来する。
【００２２】
　ぶくぶく音Ｂは人為的な雑音であるから、加算器Ａによってさわさわ音Ｎをぶくぶく音
Ｂに加算することが行われる。さわさわ音Ｎはさわさわ音発生器RGによって発生される。
このことは、アルゴリズムによって生ぜしめられた聞き取り得るアーチファクトおよび風
雑音の残りを遮蔽するために、マイクロホンモードの変更と低周波数範囲における増幅度
の低下とに加えて、技術的に発生された弱いさわさわ音信号が現存の有効信号に混合され
ることを意味する。従って補聴器装用者は先ず第一に人工的に発生されたさわさわ音を知
覚する。何故ならば、ぶくぶく音Ｂはさわさわ音Ｎによって遮蔽されるからである。人工
的なさわさわ音Ｎはより僅かな妨害として感じられる。何故ならば、人工的なさわさわ音
Ｎはぶくぶく音Ｂより前に風の自然の感知に相応するからである。
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【００２３】
　さわさわ音源としては、補聴器チップ上の音響発生器のようなディジタル源並びに補聴
器の入力部におけるさわさわ音源（マイクロホン、Ａ/D変換器）が考えられる。後者は、
マイクロホンさわさわ音抑制のパラメータ化がアダプティブフィルタ、例えば修正された
「風雑音除去器（WindNoiseCanceller）」によって変更可能である場合にさわさわ音源と
して使用し得る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施例の構成配置図
【符号の説明】
【００２５】
　Ｍ　マイクロホン
　ＶＥ　処理ユニット
　Ａ　加算器
　ＲＧ　さわさわ音発生器
　Ｈ　レシーバ
　Ｌ　レベル
　ｆ　周波数
　Ｒ　がたがた音
　Ｂ　ぶくぶく音
　Ｎ　さわさわ音

【図１】
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